
射
部
位
が
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
し
ま
す
。
新
機
種
は
、
治

療
直
前
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
Ｃ
Ｔ

画
像
を
寝
台
の
上
で
撮
影
で
き
、

従
来
は
確
認
が
難
し
か
っ
た
部
分

ま
で
判
別
で
き
る
た
め
、
照
射
部

位
の
微
小
な
ズ
レ
を
正
確
に
補
正

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
従
来
の
寝

台
の
３
軸（
縦
・
横
・
高
さ
）に
回

転
軸
が
加
わ
っ
た
６
軸
駆
動
で
、

治
療
す
る
部
位
へ
の
照
射
の
位
置

合
わ
せ
が
さ
ら
に
高
精
度
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
正
常
組

織
に
対
す
る
線
量
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
減
ら
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

合
併
症
な
ど
の
リ
ス
ク
軽
減
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

「
新
機
種
の
導
入
に
よ
り
、
一
人

ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
の
病
巣
や
症

状
に
合
わ
せ
た
、
よ
り
低
侵
襲
で

よ
り
効
果
的
な
放
射
線
治
療
が
可

能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

治
療
時
間
が
短
く
な
り
ま
し
た
の

で
、
よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
に
治

療
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。『
地
域

に
生
き
世
界
に
伸
び
る
』
と
い
う

大
阪
大
学
の
モ
ッ
ト
ー
に
あ
る
よ

う
に
、
今
後
、
よ
り
高
精
度
の
放

射
線
治
療
を
地
域
の
方
々
に
提
供

し
、
全
国
的
な
放
射
線
治
療
の
発

展
に
も
貢
献
し
た
い
」
と
、
小
川

和
彦
部
長
は
今
後
の
展
望
を
語
っ

て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
部
で
は
、
５
月
か
ら
最
新
式
リ

ニ
ア
ッ
ク（
放
射
線
治
療
機
器
）が
稼
働
し
て
い

ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
病
巣
に
対
し
て
、

よ
り
正
確
で
効
果
的
な
照
射
を
行
え
る
ほ
か
、

治
療
時
間
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
患
者
さ
ん
の

負
担
も
軽
減
し
て
い
ま
す
。

携帯（au）の
電波状況が改善しました

　患者さんからご要望の多かった
携帯電話の電波状況改善のため、
外来棟にau中継器を設置し、3月
1日から運用を開始しました。設
置場所は、外来棟1～3階の携帯
電話通話可能エリア内と、売店・
食堂エリア内で、計4カ所です。
　大規模災害などの緊急時にも､
緊急通報や災害時優先電話をは
じめ、安否確認のための通信が
しやすくなりました。
　現在、NTTドコモとも電波状況
改善のための交渉を進めており、
携帯電話の利便性向上に向けて
順次整備を進めてまいります。

　

４
月
よ
り
、
未
来
医
療
開
発
部

に
、
未
来
医
療
セ
ン
タ
ー
、
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
、
国
際
医
療
セ
ン
タ

ー
の
３
セ
ン
タ
ー
に
加
え
て
、
臨

床
試
験
部
門
か
ら
格
上
げ
さ
れ
た

「
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ア
の
医
療

技
術
シ
ー
ズ
実
用
化
の
た
め
の
橋

渡
し
研
究
を
行
う
未
来
医
療
セ
ン

タ
ー
、
臨
床
研
究
・
医
師
主
導
治

験
の
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
統

計
解
析
を
支
援
す
る
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
に
貢

献
す
る
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
、
そ

し
て
こ
の
度
新
設
さ
れ
た
臨
床
研

究
・
治
験
の
実
施
を
支
援
す
る
臨

床
研
究
セ
ン
タ
ー
の
４
セ
ン
タ
ー

が
一
元
的
に
連
携
し
、
医
薬
品
・

医
療
機
器
等
の
新
規
医
療
技
術
を

実
用
化
し
、
世
界
の
人
々
の
健
康

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、「
臨
床

試
験
管
理
グ
ル
ー
プ
」、「
Ｃ
Ｒ
Ｃ

障がい者用トイレの
美装工事を実施しました

　外来棟1階の障がい者用トイ
レが経年劣化していたため、壁
面と床面の美装工事を昨年12月
に実施しました。
　工事前は、塗り壁の表面がひび
割れた箇所から剥がれており、壁
のシミや汚れ、床の黄ばみも清掃
では除去が難しい状態でしたが、
美装工事により、患者さんや来院
される方に気持ちよく使ってい
ただけるようになりました。ま
た、手を乾かすためのエアータオ
ルも新たに設置しました。
　本院では今後も患者さんへの
サービス向上を常に目指し、施
設整備に取り組みます。

末久　悦次
前臨床（衛生）検査技師長

瑞宝単光章

（
臨
床
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

グ
ル
ー
プ
」、「
Ｃ
Ｔ
Ｕ
（
フ
ェ
ー
ズ

ワ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
）管
理
グ
ル
ー
プ
」
、

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
４

グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
師
・
薬
剤
師
・
看
護
師
・
臨
床

検
査
技
師
・
管
理
栄
養
士
・
事
務

職
な
ど
、
多
様
な
専
門
職
種
の
約

40
名
が
連
携
し
て
お
り
、
質
の
高

い
臨
床
研
究
・
治
験
を
最
高
の

「
被
験
者
保
護
」
の
も
と
で
実
施
で

き
る
体
制
が
常
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
被
験
者
保
護
に
つ
い
て
は
、

研
究
推
進
と
は
立
場
を
異
に
す
る

第
三
者
的
役
割
の
「
被
験
者
保
護

室
」
や
「
監
査
室
」
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
有
害
事
象
が
発
生
し
た

場
合
に
は
迅
速
に
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
被
験
者
第
一
の
立
場
か
ら
対

応
を
行
う
と
と
も
に
、
研
究
の
質

の
維
持
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

前
身
で
あ
る
臨
床
試
験
部
門
の
頃

か
ら
国
立
大
学
病
院
で
は
日
本
最

多
の
治
験
を
実
施
し
て
お
り
、
さ

ら
に
今
後
は
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
国
内
の
他
施
設
支
援
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
世
界
で
同
時

に
行
わ
れ
る
医
師
主
導
国
際
共
同

試
験
へ
の
参
画
を
視
野
に
入
れ
て

欧
州
・
米
国
・
ア
ジ
ア
な
ど
と
の

連
携
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

世
界
レ
ベ
ル
の
被
験
者
保
護
を
実

現
す
る
た
め
に
、
米
国
の
被
験
者

保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
証
協
会
「
Ａ

Ａ
Ｈ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
」
の
認
証
に
向
け
た

準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

「
私
た
ち
の
最
終
目
標
は
常
に
患

者
さ
ん
へ
の
還
元
で
す
。
苦
し
ん

で
お
ら
れ
る
患
者
さ
ん
に
、
よ
り

良
い
治
療
方
法
や
機
器
を
安
全
・

迅
速
に
提
供
し
た
い
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
患
者
さ
ん
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た

う
え
で
臨
床
研
究
を
進
め
る
こ
と

や
、
患
者
さ
ん
に
最
新
の
治
療
・

治
験
情
報
な
ど
を
提
供
で
き
る
患

者
さ
ん
目
線
か
ら
の
シ
ス
テ
ム
構

築
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
励
ま
し
で
あ
れ
、
お
叱

り
で
あ
れ
、
是
非
患
者
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

と
山
本
洋
一
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー

長
は
語
っ
て
い
ま
す
。

位
置
を
変
え
て
照
射
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
導
入
し
た
新

機
種
は
、
Ｘ
線
を
放
射
す
る
装
置

を
回
転
さ
せ
な
が
ら
連
続
照
射
で

き
る
ほ
か
、
照
射
の
範
囲
や
速
度
、

形
状
を
設
定
で
き
る
Ｍ
Ｌ
Ｃ（
マ
ル

チ
リ
ー
フ
コ
リ
メ
ー
タ
）も
装
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
照
射
の
有
無
や
強

弱
を
自
動
的
に
調
整
し
な
が
ら
治

療
を
行
い
、
一
回
転
に
要
す
る
時

間
は
１
分
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

２
回
転
で
一
回
の
治
療
が
完
了
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
平
均
12
〜
13

分
ほ
ど
要
し
て
い
た
治
療
時
間
が

２
分
ほ
ど
に
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た

こ
と
で
、
寝
台
の
上
で
静
止
が
求

め
ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
身
体
的
・

精
神
的
負
担
が
軽
減
し
ま
し
た
。

６
軸
駆
動
の
寝
台
で

位
置
合
わ
せ
の
精
度
も
向
上

　

放
射
線
治
療
は
、
毎
回
同
じ
部

位
に
照
射
す
る
必
要
が
あ
り
、
治

療
直
前
に
治
療
計
画
と
実
際
の
照

Ｘ線を放射する装置を回転させながら連続照射できる。治療時間が
大幅に短縮され、患者さんの身体的・精神的負担が軽減。

平成29年 春の叙勲

「
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
」設
置

質
の
高
い
臨
床
研
究
・
治
験
の
実
施
を

世
界
レ
ベ
ル
の
被
験
者
保
護
の
も
と
で
目
指
す

回
転
し
な
が
ら
連
続
照
射        

照
射
の
強
弱
も
自
動
調
整

　

リ
ニ
ア
ッ
ク
は
、
電
子
を
加
速

さ
せ
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
当
て
る
こ

と
で
発
生
す
る
Ｘ
線
を
使
用
し
、

体
の
外
側
か
ら
放
射
線
治
療
を
行

う
外
部
照
射
装
置
で
す
。
当
部
で

は
昭
和
63
年
よ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア

ー
ム
に
軽
量
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
搭

載
し
た
「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
」
に

よ
る
治
療
を
開
始
し
、
Ｘ
線
を
が

ん
病
巣
の
形
に
合
わ
せ
て
照
射
で

き
る
強
度
変
調
放
射
線
治
療（
Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ
）な
ど
の
高
精
度
治
療
も
積
極

的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

従
来
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
は
、
装
置

を
患
者
さ
ん
の
真
上
や
斜
め
上
な

ど
５
〜
７
方
向
の
角
度
に
セ
ッ
ト

し
、
そ
の
都
度
患
者
さ
ん
の
体
の

リニアック
最先端機種が

稼働

放射 線
治療機器

一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
に
合
っ
た

負
担
の
少
な
い
放
射
線
治
療
を
提
供

分
娩
台
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

　総合周産期母子医療センターには、３つの陣痛
分娩室があります。２月に分娩台をはじめとする
分娩周辺機器をリニューアルし、妊婦さんによ
り安全に、より快適に、分娩に臨んでいただける
ようになりました。
　新しく導入した分娩台では、妊婦さんが体の
位置を簡単に変えることができるようになって
います。また、各陣痛分娩室にディスプレイを設
置し、他の部屋で進行中の分娩の胎児心拍モニ
タリングも同時に確認することができるように
なりました。医療用照明器具である無影灯も刷
新し、羊水検査をはじめとする妊娠中の各処置
や分娩後の会陰裂傷縫合の際に、医師にとって
より良い視野の確保ができるようになりました。
本院では今後も、妊婦さんにとってより安心な
環境を提供していきます。

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
体
型
に
合
わ
せ
て

固
定
具
を
作
っ
て
い
ま
す
。

山本洋一臨床研究センター長
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　初期臨床研修開始
日の４月３日、研修医
と指導医の親睦を深
めることを目的に、
「ミート・ザ・プロ
フェッサー」を14階
スカイレストランで
開催しました。
　診療科長である教
授たちが研修の心構

えや各診療科の特色を説明した後、交流会が催され、
研修医が指導医に臨床研修の内容やキャリアパスな
どを相談したり、研修医同士が和やかに交流しなが
ら、本院での臨床研修をスタートしました。

PHOTO TOPICS

症
す
る
こ
と
で
す
。
く
も
膜
下
出

血
の
場
合
、
多
く
は
突
然
バ
ッ
ト

で
殴
ら
れ
た
よ
う
な
激
し
い
頭
痛

で
発
症
し
ま
す
。

　

日
本
に
お
け
る
脳
卒
中
は
、
が

ん
、
心
疾
患
、
肺
炎
に
次
い
で
死

亡
原
因
の
第
４
位（
平
成
28
年
）で

す
が
、
寝
た
き
り
な
ど
重
度
要
介

護
の
原
因
と
し
て
は
最
も
多
い
疾
患

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
超
高
齢

化
が
さ
ら
に
進
行
す
る
８
年
後
に

は
、
患
者
数
が
約
３
２
０
万
人
に

達
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
重
要
な

国
民
病
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
軽
症
か
ら

最
重
症
ま
で
す
べ
て
の
脳
卒
中
患

者
さ
ん
を
24
時
間
体
制
で
受
け
入

れ
、
迅
速
な
画
像
診
断
に
よ
り
的

確
に
脳
卒
中
の
診
断
を
行
い
、
即

座
に
適
切
な
治
療
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
脳

塞
の
場
合
、
発
症
か

ら
４
・
５
時
間
以
内
の
症
例
に
対
し

て
は
「
r
t

-

P
A
（
ア
ル
テ
プ

ラ
ー
ゼ
）静
注
血
栓
溶
解
療
法
」
を

行
い
、
閉
塞
血
管
の
再
開
通
を
促

し
ま
す
。
本
治
療
が
無
効
な
症
例

や
、
適
応
外
で
も
救
済
で
き
る
脳

あ
る
本
院
の
特
性
上
、
が
ん
、
補

助
人
工
心
臓
な
ど
の
循
環
器
系
先

進
治
療
中
、
小
児
と
い
っ
た
特
殊

な
脳
卒
中
を
発
症
し
た
患
者
さ
ん

が
多
数
来
院
さ
れ
る
た
め
、
関
連

各
科
と
協
力
し
な
が
ら
患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
テ
ー
ラ
ー

メ
ー
ド
治
療
を
行
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
活
動
と
し

て
、
若
手
医
師
の
育
成
は
も
ち
ろ

ん
、
脳
卒
中
市
民
講
座
を
年
一
回

開
催
し
、
４
０
０
名
近
い
来
場
者

に
発
症
予
防
や
発
症
時
の
即
時
対

応
に
つ
い
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
隣
の
消
防

署
・
救
急
隊
に
対
し
て
、
脳
卒
中

を
疑
う
べ
き
症
状
や
搬
送
時
の
注

意
点
、
最
適
な
搬
送
先
な
ど
、「
脳

卒
中
病
院
前
救
護
」
に
関
す
る
教

育
活
動
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
脳
卒
中
は
す
ぐ
に
症
状
が
お
さ

ま
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
救

急
隊
へ
の
連
絡
を
躊
躇
し
て
い
る

と
手
遅
れ
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
一
時
的
で
あ
っ
て
も
、
突
発

的
な
症
状
が
出
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
救
急
隊
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

発
病
後
す
ぐ
に
脳
卒
中
専
門
の
セ

ン
タ
ー
に
搬
送
さ
れ
る
こ
と
で
、

後
遺
症
を
軽
減
で
き
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
と
に
か
く
１
分

１
秒
で
も
早
く
治
療
を
開
始
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
」
と
、
望
月
秀

樹
セ
ン
タ
ー
長
は
語
っ
て
い
ま
す
。

「ミート・ザ・プロフェッサー」開催

事務部長おすすめ中華セット

組
織
が
多
く
残
っ
て
い
る
血
管
閉

塞
症
例
に
対
し
て
は
、
閉
塞
部
位

か
ら
直
接
血
栓
を
除
去
す
る
こ
と

で
脳
血
流
を
再
開
通
さ
せ
る
「
血

栓
回
収
療
法（
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
）」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
血
栓

回
収
療
法
の
成
績
は
飛
躍
的
に
向

上
し
て
お
り
、
超
急
性
期
の
脳

塞
患
者
に
対
し
て
よ
り
安
全
で
効

果
的
な
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
院

で
は
、
発
症
か
ら
治
療
開
始
ま
で

の
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
に
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
を
用
い
て
遠
方
の
患

者
さ
ん
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
く
も
膜
下
出
血

や
脳
内
出
血
の
患
者
さ
ん
に
対
し

て
も
、
薬
物
治
療
、
開
頭
手
術
、

カ
テ
ー
テ
ル
手
術
な
ど
を
駆
使
し

て
、
各
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
た
低

侵
襲
か
つ
効
果
的
な
治
療
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
最
大
の
特
徴
は
、

神
経
内
科
・
脳
卒
中
科
や
脳
神
経

外
科
、
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

が
一
丸
と
な
っ
て
診
療
に
あ
た
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
大
学
病
院
で

 阪大病院を見学してみませんか
　本院では、下記のとおり見学会を開催いたしま
す。普段は見ることのできない場所の見学や最先
端の医療に触れるチャンスですので、お気軽にご
参加くださるようご案内いたします。
●実施日時　9月26日（火）14時～16時30分
●申込締切　9月５日（火）必着
●対象者　　一般市民（成人、個人）
●募集人員　15人
必要事項（①氏名　②性別　③年齢　④郵便番号　

⑤住所　⑥電話番号　⑦あなたが阪大病院に抱く

イメージ　⑧見学を希望する理由）を明記のうえ、
はがき、FAXまたは電子メールによりお申し込みく
ださい。必要事項に不備がありますと、こちらから連
絡できないことがありますのでご注意ください。

（※いただいた個人情報は本見学会以外の目的には
使用いたしません）

　●送付先（問い合わせ先）　
　〒565-0871　吹田市山田丘2-15 
　大阪大学医学部附属病院総務課広報評価係
　TEL：06-6879-5020、5021
　FAX：06-6879-5019
　（※非通知設定のTEL/FAXからは頭に186を
　つけておかけください）

 　e-mail：ibyou-soumu-kouhyo@offi ce.osaka-u.ac.jp

●見学場所　ドクターヘリ、臨床検査部など
（※都合により見学場所が変更になる場合があります）
●決定通知　応募者多数の場合は抽選により決定
　し、参加の可否をはがきでお知らせします。
●注意事項　見学では、かなりの距離を歩きます。
　階段の昇り降り等もありますので、歩きやすい
　靴でお越しください。

７/７　七夕コンサート

　

泌
尿
器
科
の
重
要
性
は
日
本
の

高
齢
化
を
象
徴
し
て
年
々
高
ま
っ

て
お
り
、
こ
の
数
年
で
当
科
を
め

ぐ
る
環
境
は
大
き
く
変
化
し
つ
あ

り
ま
す
。
平
成
28
年
に
は
前
立
腺

が
ん
が
日
本
人
男
性
の
な
か
で
最

も
罹
患
率
の
高
い
が
ん
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
前
立
腺
が
ん
に
対
す

る
治
療
と
し
て
導
入
さ
れ
た
ロ

ボ
ッ
ト
（
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
）
支
援
下

の
前
立
腺
全
摘
除
術
が
、
平
成
23

年
に
保
険
収
載
さ
れ
た
こ
と
は
泌

尿
器
科
領
域
に
お
い
て
最
も
大
き

治
療
学
講
座
の
医
師
た
ち
と
と
も

に
、
純
国
産
の
新
規
治
療
薬
で
あ

る
セ
ン
ダ
イ
ウ
ィ
ル
ス
を
用
い
た
治

療
の
開
発
に
取
り
組
み
、
現
在
医

師
主
導
型
治
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
こ
れ
ら
の
治
療
薬
を

さ
ら
に
改
良
し
、
阪
大
ブ
ラ
ン
ド

の
新
規
治
療
薬
を
世
界
に
発
信
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

前
立
腺
が
ん
と
と
も
に
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
の
が
腎
が

ん
で
す
。
検
診
の
普
及
に
伴
う
早

期
腎
が
ん
症
例
の
増
加
は
こ
こ
数

年
顕
著
で
あ
り
、
こ
れ
ら
早
期
の

小
径
腎
が
ん
に
対
し
て
は
、
手
術

以
外
に
凍
結
療
法
が
平
成
23
年
に

保
険
収
載
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

本
院
は
大
阪
府
下
で
唯
一
の
凍
結

療
法
設
備
を
有
す
る
施
設
で
す
。

　

小
径
の
腎
が
ん
に
対
し
て
は
、

前
述
の
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
も
保
険
収

載
さ
れ
て
お
り
、
本
院
で
は
凍
結

療
法
と
と
も
に
低
侵
襲
手
術
と
し

て
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
が
、
今
後
は
症
例
が
増
加
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
本
年
か
ら
腎
が

ん
に
対
す
る
腎
部
分
切
除
術
が
保

険
収
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

ま
す
ま
す
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術

の
需
要
が
増
え
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
２
種
類
の

が
ん
以
外
に
当
科
が
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
進
行
性
精
巣
が
ん
の
治

療
で
す
。
精
巣
が
ん
は
20
〜
30
歳

代
に
好
発
す
る
が
ん
で
、
本
院
は

こ
れ
ら
の
進
行
性
精
巣
が
ん
症
例

の
治
療
を
全
国
で
最
も
多
く
手
が

け
て
い
る
施
設
の
一
つ
で
す
。　

治

療
後
の
妊
孕
性（
妊
娠
し
や
す
さ
）

や
性
機
能
の
ケ
ア
も
含
め
た
診
療

に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
大
学
病
院
と
い
う
特

殊
な
状
況
下
で
、
が
ん
診
療
が
当

科
の
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

が
、
泌
尿
器
科
領
域
で
は
排
尿
障

害
や
男
性
更
年
期
に
対
す
る
診
療

も
重
要
な
課
題
で
す
。
こ
れ
ら
の

領
域
に
関
し
て
も
専
門
ス
タ
ッ
フ

を
配
備
し
、
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
臨
床
面

だ
け
で
な
く
、
臨
床
に
直
結
す
る

よ
う
な
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル

な
研
究
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

泌尿器科

異変に気付けばすぐに受診を！
超急性期の脳卒中治療をより早く安全に完遂

な
変
化
で
し
た
。
現

在
本
院
で
は
、
年
間

約
80
件
の
前
立
腺
が

ん
手
術
を
ロ
ボ
ッ
ト

で
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
手
術
を
導
入
す

る
前
は
、
手
術
に
輸

血
（
自
己
血
輸
血
を

含
む
）
が
し
ば
し
ば

必
要
で
し
た
が
、
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
の
導
入

に
よ
り
、
全
く
輸
血

な
し
で
患
者
さ
ん
に

手
術
を
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
北

摂
地
域
の
大
阪
大
学

関
連
施
設
３
ヵ
所
に

こ
の
手
術
用
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
稼
働
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
進
行
し
た
前
立
腺

が
ん
に
対
し
て
は
新
規
の
治
療
薬

が
次
々
と
上
市
さ
れ
、
長
寿
大
国

で
あ
る
日
本
の
医
療
を
支
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
薬
剤

は
非
常
に
高
価
で
あ
り
、
今
後
の

日
本
の
医
療
経
済
を
考
え
る
と
、

よ
り
安
価
な
国
産
の
良
い
薬
剤
の

登
場
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。
本

院
で
は
ホ
ル
モ
ン
療
法
に
対
し
て

抵
抗
性
と
な
っ
た
前
立
腺
が
ん
に
対

す
る
新
規
治
療
と
し
て
、
遺
伝
子

前
立
腺
が
ん
治
療
の
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト

支
援
下
手
術
を
実
施野々村祝夫泌尿器科長

学
内
の
基
礎
医
学
の
教
室
や
薬
学

部
と
連
携
し
な
が
ら
、
が
ん
に
対

す
る
新
規
診
断
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー

の
探
索
、
治
療
標
的
と
な
る
新
規

分
子
の
探
索
な
ど
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
当
科
に
と
っ
て
の
課
題
は

多
い
で
す
が
、
日
本
の
医
療
の
発

展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、

科
の
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

● 中華あんかけご飯
● 鶏肉のごまだれ
   （棒々鶏風）
● スープ
● 和え物
● デザート

メニュー

　

脳
卒
中
は
、
脳
の
血
管
に
何
ら

か
の
障
害
が
起
き
る
こ
と
で
発
症

す
る
病
気
の
総
称

で
す
。
大
き
く
分

け
て
二
つ
の
タ
イ

プ
が
あ
り
、
一
つ

は
脳
の
血
管
が
詰

ま
り
血
液
が
流
れ

な
く
な
っ
て
生
じ

る
脳

塞
と
、
も

う
一
つ
は
脳
の
血

管
が
破
れ
て
出
血

す
る
脳
出
血
や
く

も
膜
下
出
血
で
す
。

　

脳
卒
中
の
最
大

の
特
徴
は
、
今
ま

で
全
く
症
状
が
な

か
っ
た
人
に
、
急

に
片
側
の
手
足
の

動
き
が
悪
く
な

る
、
顔
の
片
側
が

ゆ
が
む
、
言
葉
が

う
ま
く
出
な
く
な

る
、
視
野
の
半
分

か
４
分
の
１
が
欠

け
る
と
い
っ
た
突

発
性
の
症
状
が
発

　

昨
年
に
つ
づ
き
、特
製

中
華
セ
ッ
ト
の
第
２
弾

を
提
供
し
ま
し
た
。今
年

の
イ
チ
オ
シ
は
、具
だ
く

さ
ん
の
中
華
あ
ん
か
け

を
、食
べ
る
直
前
に
ご
飯

に
か
け
て
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
く「
中
華
丼
」

と
、手
作
り
ご
ま
だ
れ
の

「
棒
々
鶏
風
」。

　

患
者
さ
ん
か
ら
は「
病

院
で
中
華
は
珍
し
い
」、

「
中
華
が
好
き
だ
か
ら
嬉

し
い
」、「
棒
々
鶏
を
普
段

も
出
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
、今
年
も
大
変
ご
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

左から脳卒中センターの坂口学副センター長、望月秀樹センター長、貴島晴彦副センター長、中村元副センター長

　薬剤部「あんさんぶら～ず」による演奏を多くの患
者さんが楽しまれました。

22017年7月25日Osaka University Hospital News No.67

ホ ス ピ タ ル
ミニ・ニュース


